
 

 

 

目標Ⅲ 男女がともに生きる社会の実現への意識づくり 

 

男女共同参画社会※の形成には、一人ひとりが男女共同参画の意義を理解し、家庭生活、職

場、地域活動など日々の生活の中で意識的に男女共同参画を実践していくことが重要です。 

しかしながら、男女共同参画の取組みの進展が未だ十分ではありません。その要因とし

て、社会全体において固定的な性別役割分担意識※や無意識の思い込み（アンコンシャス・バ

イアス※）が存在していることが挙げられます。男性が優遇されるような状況を解消するため

には、地域や家庭、職場などの慣習や制度に根差すアンコンシャス・バイアス※に気づく啓発

が必要です。 

 これらの意識改革には、継続的な啓発が必要であり、個人のライフステージに応じた多様

な学習機会が提供されることが必要です。特に、男女共同参画意識を根づかせるには、子ど

もの頃からの教育・学習が重要な役割を果たすことから、教育機関での取組みが必要です。 

 また、男女共同参画社会※の実現が世界共通の課題であり、女性の人権について国際的な視

点の理解が不可欠であることから、男女共同参画の視点に立った国際社会理解のための交流

事業に取り組みます。 

 加えて平成27(2015)年の国際サミットにおいて採決された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ
※）のための取り組みとして、我が国においても、ＳＤＧｓ※実施指針において「あらゆる

人々が活躍する社会・ジェンダー※平等の実現」が掲げられており、男女共同参画のまちづく

りに向けて、啓発活動などを通じてＳＤＧｓ※の考え方に対する理解に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【施策の方向】 

1. 男女共同参画の浸透を図る学習･啓発の推進 

2. 学校教育における男女共同参画の推進 

3. ＳＤＧｓ※の推進と国際交流の促進 
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男女共同参画社会※の実現に向けて、市民への継続的な啓発や教育を行い、私たちの日常生

活において、一人ひとりが意識を変えていくことにより、男女共同参画社会※意識の浸透をめ

ざすことが不可欠です。このような意識の醸成を図るためには、広報、啓発だけでなく、学校

や家庭及び社会の中で学ぶことも必要であり、学習の果たす役割は重要です。 

令和3(2021)年度「大牟田市男女共同参画に関する市民意識調査」によると、「男は仕事、女

は家庭」という固定的な性別役割分担※の考え方について、58％以上の人が「同感しない」、「あ

まり同感しない」と回答しており、過半数の人が性別にとらわれた役割分担を否定しています。

特に 10・20 代の男女の反対の割合が高く、若い年齢層では市民の意識が変化してきているこ

とがうかがえます。 

しかし、「固定的性別役割分担※」という言葉を知っている人は9.5％、「アンコンシャス・バ

イアス※（無意識の思い込み）」を知っている人は7.6％にとどまるなど、男女共同参画に関す

る用語や考え方が十分に浸透しているとは言えません。 

このことから男女共同参画についての理解を広げ、男女共同参画の意識づくりを促進するた

めに、各種講演会やイベント等の開催を通じ、子どもから高齢者まで広く市民に意識啓発を行

うとともに、男女共同参画の視点に立った情報発信に努めていきます。 

社会教育関係者や子育てに関わる保護者など、様々な形で教育に携わる人もまた、男女共同

参画の視点に立って、子育てや青少年教育を進める必要があります。多様な生き方を尊重する

男女共同参画の意義について啓発を推進するとともに、正確な知識を持ち、理解を深めるため、

子育て講座等、男女共同参画に関する学習の機会を提供します。 

  

施施策策のの方方向向11  男男女女共共同同参参画画のの浸浸透透をを図図るる学学習習・・啓啓発発のの推推進進 
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 性性別別役役割割分分担担意意識識※ににつついいてて［［全全体体、、年年齢齢別別］］（（大大牟牟田田市市））    

   
  （資料：令和3(2021)年度大牟田市男女共同参画に関する市民意識調査） 

 

  

男男女女共共同同参参画画にに関関すするる用用語語のの認認知知ににつついいてて（（大大牟牟田田市市））  

 
（資料：令和3(2021)年度大牟田市男女共同参画に関する市民意識調査） 

（％）

同
感
す
る

あ
る
程
度
同
感

す
る

あ
ま
り
同
感
し

な
い

同
感
し
な
い

無
回
答

賛賛
成成
派派

反反
対対
派派

476     22      165     121     158     10      118877        227799        
100.0  4.6     34.7    25.4    33.2    2.1     3399..33        5588..66        

女性：10・20代 11      -        18.2    -        72.7    9.1     1188..22        7722..77        
女性：30代 16      6.3     25.0    37.5    31.3    -        3311..33        6688..88        
女性：40代 41      7.3     29.3    26.8    34.1    2.4     3366..66        6600..99        
女性：50代 43      2.3     34.9    32.6    27.9    2.3     3377..22        6600..55        
女性：60代 64      1.6     37.5    21.9    35.9    3.1     3399..11        5577..88        
女性：70代 72      5.6     33.3    30.6    27.8    2.8     3388..99        5588..44        
男性：10・20代 14      -        14.3    57.1    28.6    -        1144..33        8855..77        
男性：30代 21      -        47.6    14.3    38.1    -        4477..66        5522..44        
男性：40代 23      -        43.5    17.4    34.8    4.3     4433..55        5522..22        
男性：50代 37      2.7     37.8    24.3    35.1    -        4400..55        5599..44        
男性：60代 49      2.0     34.7    20.4    42.9    -        3366..77        6633..33        
男性：70代 81      12.3    34.6    24.7    25.9    2.5     4466..99        5500..66        
無回答 4        -        75.0    -        25.0    -        7755..00        2255..00        

標
本
数

全  体

年
齢
別

セクシュアルハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

ジェンダー

男女共同参画社会

ワーク・ライフ・バランス

大牟田市男女共同参画推進条例

大牟田市男女共同参画センター

固定的性別役割分担

アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）

おおむた男女共同参画プラン

男女共同参画に関わる施策への苦情等の

申出制度

無回答

87.8

86.3

68.9

56.1

30.7

13.9

11.1

9.5

7.6

5.0

3.2

6.7

90.3

89.5

70.2

52.4

25.8

13.7

12.1

10.1

8.1

5.2

1.6

5.6

84.9

82.7

67.6

60.4

36.4

14.2

10.2

8.9

7.1

4.9

4.9

8.0

0 50 100
（％）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=476）

女 性（Ｎ=248）

男 性（Ｎ=225）
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（％）

同
感
す
る

あ
る
程
度
同
感
す

る あ
ま
り
同
感
し
な

い 同
感
し
な
い

無
回
答

賛賛
成成
派派

反反
対対
派派

476      22        165      121      158      10        118877            227799            

100.0    4.6       34.7     25.4     33.2     2.1       3399..33          5588..66          

女性：10・20代 11        -          18.2     -          72.7     9.1       1188..22          7722..77          

女性：30代 16        6.3       25.0     37.5     31.3     -          3311..33          6688..88          

女性：40代 41        7.3       29.3     26.8     34.1     2.4       3366..66          6600..99          

女性：50代 43        2.3       34.9     32.6     27.9     2.3       3377..22          6600..55          

女性：60代 64        1.6       37.5     21.9     35.9     3.1       3399..11          5577..88          

女性：70代 72        5.6       33.3     30.6     27.8     2.8       3388..99          5588..44          

男性：10・20代 14        -          14.3     57.1     28.6     -          1144..33          8855..77          

男性：30代 21        -          47.6     14.3     38.1     -          4477..66          5522..44          

男性：40代 23        -          43.5     17.4     34.8     4.3       4433..55          5522..22          

男性：50代 37        2.7       37.8     24.3     35.1     -          4400..55          5599..44          

男性：60代 49        2.0       34.7     20.4     42.9     -          3366..77          6633..33          

男性：70代 81        12.3     34.6     24.7     25.9     2.5       4466..99          5500..66          

無回答 4          -          75.0     -          25.0     -          7755..00          2255..00          

標
本
数

全  体

年
齢
別

セクシュアル・ハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

ジェンダー

男女共同参画社会

ワーク・ライフ・バランス

大牟田市男女共同参画推進条例

大牟田市男女共同参画センター

固定的性別役割分担

アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）

おおむた男女共同参画プラン

男女共同参画に関わる施策への苦情等の
申出制度

無回答

87.8

86.3

68.9

56.1

30.7

13.9

11.1

9.5

7.6

5.0

3.2

6.7

90.3

89.5

70.2

52.4

25.8

13.7

12.1

10.1

8.1

5.2

1.6

5.6

84.9

82.7

67.6

60.4

36.4

14.2

10.2

8.9

7.1

4.9

4.9

8.0

001050 （％）

全 体（Ｎ=476）

女 性（Ｎ=248）

男 性（Ｎ=225）

【回答はいくつでも】



 

 

 

具具体体的的なな施施策策  

（（１１））  性性別別役役割割分分担担意意識識※やや無無意意識識のの思思いい込込みみ（（アアンンココンンシシャャスス・・ババイイアアスス※））のの解解消消  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

51 
市職員への研修の 

充実 

性別役割分担意識※や無意識の思い込み（アンコンシ

ャス・バイアス※）を解消し、人権を尊重しながら行

政施策の推進を図るため、職場研修等を通じて職員へ

の意識啓発を行います。 

人事課 

52 
行政情報における 

意識啓発 

「広報おおむた」や報道発表書、広告モニター、FMた

んと、フェイスブックなど、広く行政情報を発信して

いるツールにおいて、各課からの原稿の内容について

人権問題や男女共同参画の視点で担当課と連携してチ

ェックを行い、適切な表現に努めます。また、広報お

おむた等で人権問題や男女共同参画に関する意識啓発

を行う機会を提供していきます。 

広報課 

53 

固定的役割分担※にと

らわれない意識の啓

発 

性別による固定的な役割分担意識※にとらわれない、

制度や慣行についての見直しを促進するため啓発を行

います。 

人権･同和・男女共

同参画課 
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（（22））男男女女共共同同参参画画のの浸浸透透をを図図るる学学習習・・啓啓発発のの推推進進  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

54 
男女共同参画の周

知・啓発の推進 

男女共同参画について理解の促進や、意識を醸成する

ため、講演会等の開催や「男女共同参画週間」等の機

会に広く市民に向けて周知・啓発を行います。また、

男女共同参画センター情報誌「レインボー」を発行し

ます。 

人権･同和・男女共

同参画課 

55 

男女共同参画に関す

る社会教育関係職員

研修の実施 

社会教育関係職員が参加する各種研修等において男女

共同参画に特化した研修を実施し、職員の意識の醸成

を図ります。 

生涯学習課 

56 
家庭教育支援講座の

実施 

各小学校の入学説明会の機会に実施する就学前子育て

講座や、成長過程に応じた子育て支援講座等を実施

し、男女共同参画の視点に立った積極的な子育てへの

参加を促進します。 

生涯学習課 
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子どもが、性別に関わらず自らの個性と能力を発揮して自分らしい生き方を選択できる能力

を身につけるためには、一人ひとりが主体的に学び、考え、行動する姿勢を育む教育が必要で

す。 

令和 3(2021)年度「大牟田市男女共同参画に関する市民意識調査」によると、学校教育の場

での男女の地位が平等であると回答した人の割合は 52.7％となっており、家庭生活や職場等の

分野に比べ高くなっていますが、性別でみると、女性は47.6％で男性の58.7％よりも11.1ポイン

ト低くなっています。また、「男性優遇」と回答した人は、男性の13.4％に対し、女性は19.7％で

男性を上回っており、学校教育においても女性の不平等感が高くなっていることがわかります。 

また、近年、子どもを取り巻く情報等の環境の変化は著しく、特にインターネット等の普及

に伴うＳＮＳ等を通じた犯罪に巻き込まれてしまう事例も発生しています。 

 このような状況を踏まえ、学校教育にあたっては、児童・生徒の資質と適正に十分配慮し、

自分らしい生き方を選択できるようにするとともに、一人ひとりの個性や能力を発揮できるよ

う教職員に対する研修を行いながら、男女共同参画の視点に立った学校内の慣行の見直しも進

めます。また、キャリア教育※の充実を図っていきます。 

 

学校教育の場での男女の地位の平等感について（大牟田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：令和3(2021)年度大牟田市男女共同参画に関する市民意識調査） 

2.1

0.4 

16.6 

19.7 

4.0 13.4 

4.3 

3.5 

15.8 

18.9 

5.4 11.4 

女性 
優遇 

男性 
優遇 

女性の方が

優遇されて

いる 

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている 

平 等 どちらか

といえば

男性の方

が優遇さ

れている 

男性の方が

優遇されて

いる 

わから

ない 
無回答 

 男性優遇 女性優遇 

 
  

施策の方向 2 学校教育における男女共同参画の推進 

0.8

0.0

1.8

1.3

0.4

2.2

52.7

47.6

58.7

12.6

14.5

10.7

4.0

5.2
2.7

22.7

25.4

20.0

5.9

6.9

4.0

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=476）

女 性

（N=248）

男 性

（N=225）

 
 

 
 

0.5

0.0

1.2

3.8

3.5

4.2

53.2

50.2

57.2

12.5

15.4

8.4

3.3

3.5

3.0

23.2

24.7

21.1

3.6

2.6

4.8

全 体

（N=393）

女 性

（N=227）

男 性

（N=166）
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具具体体的的なな施施策策  

（（１１））学学校校教教育育ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画教教育育のの推推進進  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

57 
学校教育全体を通し

た指導等の充実 

県教育委員会が作成した「男女共同参画教育の手引」

等を活用して、教育指導計画を作成するとともに性的

少数者※の人権尊重の理解を促すなど、学校教育全体

を通じて、児童・生徒一人ひとりの個性と能力を伸ば

す男女共同参画教育の充実を図ります。 

学校教育課 

指導室 

58 教職員の研修の充実 

校長研修会や教頭研修会等を通じて、教職員の男女共同

参画に関する理解の促進を図るために、研修の充実を進

めます。教師用手引を積極的に活用します。 

学校教育課 

指導室 

59 

男女共同参画の視点

に立った学校内の慣

行の見直し 

児童生徒の名簿については、男女共同参画の趣旨を踏ま

え、その目的･用途に応じて作成します。併せて，学校

行事や役割分担等の慣行について、改善を図ります。 

学校教育課 

指導室 

  

  

（（２２））キキャャリリアア教教育育※のの充充実実  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

60 キャリア教育※の充実 

キャリア教育※の指導計画に基づき、個々の生き方、

能力、適性を考え、主体的な進路の選択ができる進路

指導の充実を図ります。 

学校教育課 

指導室 
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 ＳＤＧｓ※（持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実

現を目指す世界共通の目標であり、国際社会が一致して取組みを進めています。ＳＤＧｓ※で

は、「ジェンダー※平等とすべての女性と女児のエンパワーメント※」は全てのゴールを達成す

るための手段とされることから、非常に重要なテーマとなっており、また、日本においても「男

女共同参画社会※基本法」で21世紀の最重要課題と位置付けています。 

今日、あらゆる分野でグローバル化が進み、国内においても、訪日外国人の増加、インター

ネットの普及等により、他国の文化に触れる機会が増えています。世界の国々により、価値観

や生活習慣、文化的背景に違いがあることをまずは認識し、それを互いに認め合うことが重要

であり、市民一人ひとりが多文化を理解し共生を進めることで、外国人も過ごしやすく、住み

やすいまちをめざしていく必要があります。 

具具体体的的なな施施策策  

（（１１））ＳＳＤＤＧＧｓｓ※のの理理解解促促進進  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

61 
ＳＤＧｓ※に関する周

知・啓発 

男女共同参画についての周知・啓発において、ＳＤＧ

ｓ※の目標5「ジェンダー※平等を実現しよう」の理解

促進を図ります。 

人権・同和・男女共

同参画課 

 

（（２２））国国際際交交流流のの促促進進とと在在住住外外国国人人へへのの支支援援  

№№  推推  進進  項項  目目  取取  組組  概概  要要  担担  当当  課課  

62 国際交流の促進 
国際協力事業や友好姉妹都市交流事業などへの参加を

促進し、海外の男女共同参画状況の理解を深めます。 
総合政策課 

63 

在住外国人への多言

語情報の提供による

支援 

福岡県外国人相談センター等、関係機関と連携を図り

ながら、外国人相談窓口の紹介や情報提供等、必要な

取組みを行います。 

総合政策課 

 

   

施施策策のの方方向向33  ＳＳＤＤＧＧｓｓ※のの推推進進とと国国際際交交流流のの促促進進 
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